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【はじめに】 

COVID-19 の流行拡大に伴い当院でも感染者の入院病床数が増加した。それに伴い同じ病棟で複数の COVID-

19 患者の対応ができるようにゾーニング(汚染・清潔区域区分)が行われた。我々もゾーニングがされてい

る区域での複数人のポータブル撮影を同時にできるよう検討を行ったので報告する。 

 

【方法】 

複数の COVID-19 患者を受け入れている病棟でのポータブル撮影におけるゾーニング、個人防護、ポータブ

ル装置の養生についての検討を行った。 

 

【結果】 

清潔区域でポータブル装置にコニカミノルタ製画像診断ワークステーション(CS-7)を取り付けた状態でビ

ニール袋、テープ付きビニールを用いて全体的に覆い養生を行った。患者に触れる撮影フィルムフラットパ

ネルディテクタ(FPD)もビニール袋で覆った。撮影者は清潔区域で個人防護の着用を行った。イエローゾー

ン(脱衣区域)よりレッドゾーン(汚染区域)に入り、各病室にて撮影を行った。複数の患者を撮影する際、清

潔区域に戻らず撮影を続けるために、技師の触れる X線管球、操作パネルの部分を患者の数に合わせて複数

枚のビニール袋で覆った。一人撮影するごとに触れた部分の一番外側のビニール袋のみを外した。FPDの養

生も同様に患者の数に合わせて複数枚のビニール袋で覆い、撮影後外側のビニール袋を外した。手袋を取り

替え、触れた部分を清拭し、次の患者の撮影を行った。撮影後はイエローゾーンへ入り装置の全ての養生を

取り外し清拭後、個人防護衣の脱衣を行い清潔区域に入った。以前は病室内で撮影をする技師と、室外で画

像を確認する技師の 2 人体制で病棟のポータブル撮影をしていたが、今回ゾーニングが行われてからは一

人で撮影から確認まで出来るようになった。 

 

【結論】 

ゾーニングが行われたことにより、一度に複数人の COVID-19 患者のポータブル撮影を行うことができるよ

うになった。そのため物品の削減と業務の効率化が図ることができた。 

 

  


